
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説

―
―
（
１
）
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
―
―

高

木

昌

史

﹇
註
﹈
本
稿
は
、（
１
）
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
、（
２
）『
エ
ッ

ダ
』
の
系
譜
、（
３
）『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』、

以
上
三
部
か
ら
成
る
表
題
論
文
の
第
一
部
で
あ
る
。

序

多
く
の
論
議
を
呼
ん
だ
論
文
『
キ
リ
ス
ト
教
世
界
あ
る
い
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
』D

ie
C

hristenheit
oder

E
uropa

（
一
七
九
九
年
）
の
中

で
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
スN

ovalis

（
本
名

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
クFriedrich

von

H
ardenberg

一
七
七
二
―
一
八
〇
一
年
）
は
か
つ
て
次
の
よ
う
に

述
べ
た
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
一
つ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
国
で
、
単
一
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
こ
の
人
間
的
に
形
作
ら
れ
た
大
陸
に
住
ん
で
い
た

時
代
は
、
美
し
く
も
輝
か
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
一
つ
の
大
き
な
共

通
の
関
心
が
こ
の
広
大
な
宗
教
的
王
国
の
辺
鄙
な
地
方
を
さ
え
結
び

つ
け
て
い
た
。
世
俗
的
な
大
所
有
を
持
た
な
い
ま
ま
に
、
一
人
の
指

導
者
が
大
き
な
政
治
的
諸
勢
力
を
導
き
統
一
し
て
い
た
」﹇
傍
線
部

は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
体
（
１
）﹈。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
〈
統
一
体
〉
と
観
る
こ
の
見
方
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
連
合
」die

E
uropäische

U
nion

﹇
Ｅ
Ｕ
﹈
が
存
在
す
る
現
在

で
は
、
も
ち
ろ
ん
右
の
一
節
と
は
異
な
る
意
味
で
は
あ
れ
、
ま
す

ま
す
今
日
的
だ
が
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
の
念
頭
に
は
お
そ
ら
く
カ
ー

ル
大
帝K

arl
der

G
roße

﹇
フ
ラ
ン
ス
名
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ

1



C
harlem

agne

﹈（
七
四
八
―
八
一
四
年
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
で
言
え
ば
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
他
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
部
を
含
む
未
曽
有
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
築
い

た
の
は
、
教
皇
レ
オ
三
世
か
ら
西
ロ
ー
マ
皇
帝
の
帝
冠
を
受
け
た

（
八
〇
〇
年
）
カ
ー
ル
一
世
﹇
大
帝
﹈
に
他
な
ら
な
い
か
ら
だ
（
２
）。

カ
ー
ル
大
帝
の
時
代
か
ら
一
千
年
を
経
た
一
八
〇
〇
年
前
後
の
ド

イ
ツ
に
お
い
て
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
と
い
う
観
念
あ
る
い
は
構
想
を
抱

い
た
の
は
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
詩
人
の
親
友

で
、
ロ
マ
ン
主
義
の
旗
手
と
も
言
う
べ
き
批
評
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ルFriedrich

Schlegel

（
一
七
七
二
―
一
八
二
九
年
）

は
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
夭
折
し
た
あ
と
、
そ
の
遺
志
を
継
い
で
、
一

八
〇
二
年
夏
パ
リ
へ
赴
き
、
約
二
年
間
当
地
に
滞
在
し
て
、
文
芸
雑

誌
『
オ
イ
ロ
ー
パ
』E

uropa

﹇＝

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
﹈（
一
八
〇
三
―
一

八
〇
五
年
）
を
刊
行
、
文
学
、
美
術
、
文
化
論
等
の
エ
ッ
セ
イ
を

次
々
に
発
表
し
た
（
３
）。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
パ
リ
で
私
的
な
講
義
『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
学
史
』G

eschichte
der

europäischen
Literatur

も

試
み
（
一
八
〇
三
／
〇
四
年
）、
ま
た
古
い
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
語
手
稿

の
調
査
を
進
め
な
が
ら
、
ロ
マ
ン
ス
語
文
献
学
の
基
礎
を
築
い
た

（
Ｅ
・
Ｒ
・
ク
ル
ツ
ィ
ウ
ス
（
４
））。

と
こ
ろ
で
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
パ
リ
で
活
躍
し
て
い
た
頃
、
初
期

ロ
マ
ン
派
の
人
た
ち
よ
り
も
ほ
ぼ
一
世
代
（
十
二
年
）
後
輩
で
、
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
・
ロ
マ
ン
派
の
ヤ
ー
コ
プJacob

（
一
七
八
五
―
一

八
六
三
年
）
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ムW

ilhelm

（
一
七
八
六
―
一
八
五
九

年
）
の
グ
リ
ム
兄
弟B

rüder
G

rim
m

は
彼
ら
の
古
代
ド
イ
ツ
研
究

を
本
格
的
に
開
始
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
昔
話
や
伝
説
の
収
集
・
分

析
を
進
め
て
い
た
。
そ
し
て
二
十
二
歳
の
ヤ
ー
コ
プ
は
処
女
論
文

『
古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』Von

Ü
bereinstim

m
ung

der

alten
Sagen

（
一
八
〇
七
年
（
５
））
を
発
表
、
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
詩
人

の
想
像
力
で
描
い
て
い
た
〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
像
を
、
文
献
学
的
に
歴

史
の
深
み
か
ら
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
約
十
年
後
、

グ
リ
ム
兄
弟
は
彼
ら
の
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』D

eutsche
Sagen

二

巻
（
一
八
一
六
／
一
八
年
）（
以
下
Ｄ
Ｓ
と
も
略
記
（
６
））
を
刊
行
し
、

『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』K

inder−und
H

ausm
ärchen

（＝

グ
リ

ム
童
話
集
、
初
版
二
巻
、
一
八
一
二
／
一
五
年
）（
以
下
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と

も
略
記
（
７
））
と
並
ぶ
伝
承
文
学
の
金
字
塔
を
打
ち
立
て
た
。
Ｄ
Ｓ
第
二

巻
に
は
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
大
移
動
か
ら
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
時
代
に
か

け
て
の
貴
重
か
つ
興
味
深
い
伝
説
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
中

で
も
カ
ー
ル
大
帝
を
め
ぐ
る
物
語
は
圧
倒
的
で
あ
る
（
８
）。
本
稿
で
は
、

こ
の
伝
説
集
も
参
照
し
な
が
ら
、
前
述
論
文
『
古
い
伝
説
の
一
致
に

2



つ
い
て
』
に
お
い
て
ヤ
ー
コ
プ
が
特
に
注
目
し
た
三
つ
の
伝
説
を
紹

介
す
る
。
歴
史
と
昔
話
と
の
中
間
に
位
置
し
て
、
物
語
の
視
点
か
ら

〈
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〉
を
浮
き
彫
り
に
し
て
く
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、

伝
説
は
大
帝
の
時
代
、
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。『

古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』

一
八
〇
七
年
、『
新
文
芸
新
聞
』N

euer
literarischer

A
nzeiger

紙
三
六
号
に
発
表
さ
れ
た
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
こ
の
論
文
は
、
幾

つ
か
の
観
点
か
ら
興
味
深
い
。
第
一
に
、
こ
の
論
文
が
そ
の
後
の
グ

リ
ム
が
樹
立
す
る
こ
と
に
な
る
文
献
学
の
特
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
、

第
二
に
、
彼
が
そ
こ
で
中
世
研
究
に
と
っ
て
核
心
的
な
部
分
を
発
見

し
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
学
問
の
根
本
的
な
目
的
を
述
べ
て
い
る
こ

と
、
以
上
三
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
第
一
の
点
に
関
し
て
は
、
グ

リ
ム
の
文
献
学
が
当
初
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
で
あ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
ヤ
ー
コ
プ
の
並
外
れ
た
語
学
力
が
関
係
し
て
い
る
（
９
）。

右
の
論
文
の
中
で
も
、
中
世
ド
イ
ツ
語
を
出
発
点
に
、
中
世
ラ
テ
ン

語
文
献
（
ボ
ヴ
ェ
の
ヴ
ァ
ン
サ
ン
等
）、
古
フ
ラ
ン
ス
語
や
初
期
英

語
の
文
献
、
古
代
北
欧
語
（
サ
ガ
）
等
々
が
自
在
に
引
証
さ
れ
て
い

る
。
第
二
の
点
は
、
第
一
の
理
由
と
関
連
し
て
、
ヤ
ー
コ
プ
の
中
世

研
究
が
、
ド
イ
ツ
に
限
定
さ
れ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
展
開
さ
れ

る
中
、
そ
の
源
流
を
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
発
見
し
て

い
た
事
実
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
問
題
を
中
心
に
扱
う
が
、
本
論
に

入
る
前
に
、
第
三
の
点
、
す
な
わ
ち
、
文
献
学
の
目
的
に
関
す
る

ヤ
ー
コ
プ
の
言
葉
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

『
古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』
末
尾
で
彼
は
こ
う
語
る
。「
昔
の

出
来
事
の
反
響
は
む
し
ろ
民
族
全
体
に
広
ま
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
に
、
お
の
ず
か
ら
無
意
識
な
や
り
方
で
、
己
を
告
げ
る
（
１０
）」。
今

日
的
に
言
え
ば
、
伝
承
文
学
は
グ
リ
ム
に
と
っ
て
、
民
族
的
な
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
い
わ
ば
〈
集
合
的
無
意
識
〉（
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
（
１１
））
を
研

究
す
る
学
問
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
彼
が
採
っ
た
方
法
は
〈
比

較
〉
で
あ
る
。
Ｌ
・
デ
ネ
ケ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
グ
リ
ム
は
出
世

作
と
な
っ
た
こ
の
論
文
で
「
国
際
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
研
究
の
最
初
の

試
み
（
１２
）」
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
古
い
伝
説
の
具
体
例
に
眼
を
転
じ
る
と
、

論
文
冒
頭
、
ヤ
ー
コ
プ
は
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
流
布
し
て
い
た

『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』（
ア
ミ
と
ア
ミ
ル
）
の
物
語
に
触
れ
、

こ
う
言
う
（
そ
れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
の
）「
個
々
の
特
徴
の
多
く
は
、

﹇
…
…
﹈
真
の
詩
的
な
要
素
あ
る
い
は
そ
の
叙
事
的
な
性
格
の
確
か

3



な
証
明
と
し
て
、
古
い
詩
の
中
で
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
反
復
さ
れ

る
（
１３
）」、
と
。
グ
リ
ム
は
何
よ
り
、
古
い
「
伝
説
」（
こ
こ
で
は
広
義
の

〈
物
語
〉
の
意
）
の
類
話
の
多
さ
に
着
目
す
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

論
文
か
ら
一
世
紀
あ
ま
り
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
ア
ン
テ
ィ
・

ア
ー
ル
ネ
が
昔
話
の
タ
イ
プ
分
類
を
試
み
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
（
１４
）、

ヤ
ー
コ
プ
の
着
眼
点
が
い
か
に
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
か
が
分

か
る
。

さ
て
、
彼
は
続
け
る
。「
古
い
物
語
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
何
と
し
ば
し
ば
起
こ
る
こ
と
か
。
例
え
ば
、
罪
の
な
い
王
妃
、

あ
る
い
は
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
が
粗
野
で
残
酷
な
召
使
い
た
ち

に
預
け
ら
れ
、
彼
ら
に
よ
っ
て
暗
い
森
の
中
で
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
殺
害
者
で
あ
る
家
来
は
突
然
、
同
情
を
覚
え
、
命
じ

ら
れ
た
殺
害
の
し
る
し
は
持
ち
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
お

供
の
子
犬
や
山
羊
な
ど
の
心
臓
と
舌
を
引
き
抜
く
。
そ
う
し
た
例
は

ヴ
ィ
ル
キ
ナ
・
サ
ガ
、
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
の
物
語
、
ト
リ
ス
タ
ン

そ
し
て
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
に
関
す
る
民
衆
本
に
載
っ
て
い
る
（
１５
）」。

以
下
、
本
稿
で
は
、
右
に
名
の
挙
げ
ら
れ
た
『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ

リ
ウ
ス
』、『
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
』
そ
し
て
『
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
』

の
三
篇
を
、
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
を
地
図
で
確
か
め
な
が
ら
、

詳
し
く
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
グ
リ
ム
の
他
の
著
作
、

と
り
わ
け
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
）
を
頻
繁
に
参
照

す
る
。
伝
説
と
昔
話
が
出
会
う
場
は
、
集
合
的
無
意
識
の
所
在
を
探

る
上
に
、
貴
重
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
か
ら
だ
。

１
『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』

A
m

icus
und

A
m

elius

『
古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』
の
中
で
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
が

先
ず
例
証
と
し
て
挙
げ
た
表
題
の
物
語
を
、
現
在
刊
行
中
の
『
昔
話

百
科
事
典
』E

nzyklopädie
des

M
ärchens

（
以
下
Ｅ
Ｍ
と
略
記
）

か
ら
初
め
に
紹
介
し
た
い
。（
地
図
１
参
照
）

オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
は
ク
レ
ル
モ
ン
出
身
の
ア
メ
リ
ウ
ス
と
、

ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
は
ブ
ラ
イ
エ
出
身
の
ア
ミ
ク
ス
は
、
若
き
貴
族

と
し
て
、
カ
ー
ル
大
帝
の
甥
、
ポ
ワ
チ
エ
の
ガ
イ
フ
ェ
ル
ス
王

の
宮
廷
に
や
っ
て
来
る
。
生
涯
か
た
く
結
ば
れ
た
彼
ら
は
、
死

し
て
な
お
、
周
知
の
よ
う
に
、
モ
ル
タ
ラ
（
の
墓
）
に
相
並
ん

で
安
ら
っ
て
い
る
。
さ
て
、
ア
メ
リ
ウ
ス
と
王
女
ベ
リ
ア
ル
デ

と
の
恋
は
廷
臣
ア
ド
ラ
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て
王
妃
ベ
ル
タ
に
密
告

さ
れ
る
。
王
は
裁
判
に
よ
る
決
闘
を
命
じ
る
。
ア
メ
リ
ウ
ス
は
、

そ
の
間
故
郷
に
い
た
ア
ミ
ク
ス
に
助
太
刀
を
頼
む
。
容
姿
も
声

4



音
も
友
に
そ
っ
く
り
な
ア
ミ
ク
ス
は
、
そ
の
闘

い
を
引
き
受
け
る
。
ア
メ
リ
ウ
ス
は
ア
ミ
ク
ス

の
奥
方
の
許
に
と
ど
ま
る
。
ひ
と
振
り
の
剣
が

夫
婦
の
寝
床
の
彼
ら
を
分
け
る
。
宮
廷
で
は
二

人
の
戦
士
が
宣
誓
を
す
る
。
詳
細
に
描
写
さ
れ

た
闘
い
（
二
〇
四
行
の
詩
句
の
中
、
何
と
八
一

行
！
）
は
、
ア
ミ
ク
ス
の
勝
利
に
終
わ
る
。
王

女
は
彼
の
折
れ
た
剣
を
、
か
つ
て
ロ
ー
ラ
ン
の

剣
で
あ
っ
た
彼
女
の
父
親
の
剣
と
密
か
に
取
り

換
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。
友
人
ら
は
ふ
た
た
び

そ
の
役
割
を
交
換
す
る
。
ア
ミ
ク
ス
は
何
年
か

後
、
癩
﹇
ハ
ン
セ
ン
﹈
病
に
罹
る
（
動
機
づ
け

は
な
い
！
）。
奥
方
か
ら
追
放
さ
れ
て
、
彼
は

ア
メ
リ
ウ
ス
の
許
へ
逃
げ
る
。
医
師
た
ち
は
子

供
の
血
が
唯
一
の
治
療
薬
だ
と
言
う
（
ハ
ル
ト

マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ア
ウ
エ
『
哀
れ
な
ハ
イ
ン
リ

ヒ
』）。
ア
メ
リ
ウ
ス
は
彼
の
息
子
た
ち
を
殺
し
、

友
の
病
を
治
す
。
母
親
は
子
供
た
ち
が
赤
い
林

檎
で
遊
び
な
が
ら
生
き
て
い
る
姿
を
発
見
す
る
。

そ
の
後
﹇
彼
ら
は
﹈
長
い
間
幸
せ
に
暮
ら
す
（
１６
）。

地図１
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『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
の
最
古
の
テ
ク
ス
ト
は
、
一
〇
五

〇
年
頃
の
武
勲
詩C

hanson
de

geste

に
遡
る
と
言
わ
れ
る
（
１７
）。
右

に
紹
介
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
ラ
ド
ゥ
ル
フ
ス
・
ト
ル
タ
リ
ウ
ス
の
ラ

テ
ン
語
『
書
簡
集
』E

pistolae

（
一
〇
九
〇
年
頃
）
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
物
語
に
は
、
そ
の
後
、
教
皇
、
巡
礼
、
奇
跡
等
の
要
素
が
加
味

さ
れ
、
一
種
の
聖
人
伝
に
改
造
さ
れ
た
。
ま
た
一
一
〇
〇
年
頃
に
は
、

ラ
テ
ン
語
に
よ
る
『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
の
生
涯
』Vita

A
m

ici

et
A

m
elii

が
書
か
れ
、
そ
れ
を
ボ
ヴ
ェ
の
ヴ
ァ
ン
サ
ンV

inzenz

von
B

eauvais

（
一
一
九
〇
頃
―
一
二
六
四
年
）
が
要
約
し
た
テ
ク

ス
ト
（『
歴
史
の
鑑
』Speculum

historiale
第
二
四
書
）
を
、
グ

リ
ム
は
前
述
論
文
で
参
照
し
て
い
る
（
１８
）。

十
三
世
紀
初
頭
成
立
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
『
ア
ミ
と
ア
ミ
ル
の
友

情
』（
神
沢
栄
三
訳
（
１９
））
は
聖
人
伝
の
物
語
で
、
そ
の
冒
頭
に
は
「
と

き
は
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
ペ
パ
ン
の
御
代
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ー

コ
プ
の
論
文
『
古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』「
原
註
」
の
中
で
も
、

こ
の
旨
（『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
の
出
来
事
が
「
ピ
ピ
ン
の

時
代
」
の
も
の
で
あ
る
こ
と
）
が
記
さ
れ
て
い
る
（
２０
）。
要
す
る
に
、
物

語
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
始
祖
ペ
パ
ン＝

ピ
ピ
ン
三
世
（
七
一
四
―
七

六
八
年
）
の
頃
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。

『
グ
リ
ム
兄
弟
の
蔵
書
』D

ie
B

ibliothek
der

B
rüder

G
rim

m

に
は
次
の
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

＊A
M

IS
et

A
M

ILE
S

und
Jourdains

de
B

laivies.2
altfran-

zösische
H

eldengedichte
des

kerlingischen
Sagenkreises.

N
ach

d.Paris.H
s.zum

1.M
ale

hrsg.vonC
onrad

H
ofm

ann.

E
rlangen,1852.[1319]

『
ア
ミ
と
ア
ミ
ル
お
よ
び
ブ
レ
ヴ
ィ
エ
の
ジ
ュ
ル
デ
ン
、
カ
ロ
リ

ン
グ
朝
伝
説
圏
の
古
フ
ラ
ン
ス
語
英
雄
詩
二
篇
』
初
め
て
の
パ
リ
手

稿
に
拠
る
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ホ
ー
フ
マ
ン
編
、
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
、
一

八
五
二
年
﹇
一
三
一
九
番
（
２１
）﹈

さ
て
、
ピ
ピ
ン
三
世
は
カ
ー
ル
大
帝
の
父
で
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

人
に
打
ち
勝
っ
て
、
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
地
方
等
を
教
皇
に
寄
進
し
（
ピ
ピ

ン
の
寄
進
）、
教
皇
領
の
基
礎
を
築
き
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
土
台
を

固
め
た
人
物
で
あ
る
。
聖
者
伝
『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
の
背

景
に
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
動
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
初
め
に
紹

介
し
た
『
昔
話
百
科
事
典
』（
Ｅ
Ｍ
）
の
物
語
で
は
、
舞
台
は
ポ
ワ

チ
エPoitiers

（
現
在
ヴ
ィ
エ
ン
ヌV

ienne

県
）
の
ガ
イ
フ
ェ
ル

ス
王
（
カ
ー
ル
大
帝
﹇＝

シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
﹈
の
甥
）
の
宮
廷
で
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あ
る
が
、
邦
訳
『
ア
ミ
と
ア
ミ
ル
の
友
情
』
で
は
シ
ャ
ル
ル
﹇
マ
ー

ニ
ュ
﹈
そ
の
人
の
宮
廷
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｍ
の
解
説
に
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
時
代
の
伝
説
で
は
、
カ
ー
ル
大
帝
と
彼
の
父
ピ
ピ
ン
三
世

お
よ
び
、
さ
ら
に
そ
の
父
（
カ
ー
ル
大
帝
の
祖
父
）
で
あ
る
カ
ー

ル
・
マ
ル
テ
ル
は
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
て
い
る
が
（
２２
）、
カ
ー
ル
・
マ
ル

テ
ル
が
イ
ス
ラ
ム
の
侵
入
を
食
い
止
め
た
の
が
ポ
ワ
チ
エ
で
あ
り
、

ポ
ワ
チ
エ
の
あ
る
ア
キ
タ
ニ
ア
を
征
服
し
た
の
が
カ
ー
ル
大
帝
で
あ

る
。『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
伝
説
は
そ
の
頃
に
舞
台
が
設
定

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
物
語
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
主

人
公
た
ち
の
友
情
を
描
く
前
半
と
、
子
供
の
血
で
癒
さ
れ
る
癩
﹇
ハ

ン
セ
ン
﹈
病
を
め
ぐ
る
後
半
で
あ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
彼
ら
の
『
子

供
と
家
庭
の
童
話
集
』（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
）「
原
註
」
の
中
で
、
二
度
こ
の
中

世
伝
説
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
〇
番
「
二
人
兄

弟
」D

ie
zw

eiB
rüder

、
も
う
一
つ
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
番
「
忠
臣
ヨ
ハ

ネ
ス
」D

er
getreue

Johannes

で
あ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
最
長
編
六
〇

番
「
二
人
兄
弟
」
の
粗
筋
は
こ
う
で
あ
る
。

金
持
ち
の
兄
と
貧
乏
な
弟
が
い
る
。
後
者
に
は
二
人
の
子
供
が
い

た
が
、
あ
る
時
、
邪
悪
な
前
者
の
策
略
で
森
に
置
き
去
り
に
さ
れ
、

狩
人
に
保
護
さ
れ
る
。
彼
の
許
で
狩
猟
を
学
び
成
長
し
た
子
供
た
ち

（
兄
弟
）
は
修
業
に
出
る
。
森
で
動
物
を
仲
間
に
し
、
安
否
が
分
か

る
短
刀
を
目
印
と
し
て
木
に
刺
し
、
二
人
は
別
れ
る
。
都
に
着
い
た

弟
は
竜
の
人
身
御
供
と
な
っ
て
い
た
姫
を
、
動
物
た
ち
の
援
助
で
救

い
出
し
、
王
様
か
ら
彼
女
を
嫁
に
も
ら
い
、
王
国
を
継
ぐ
。
彼
（
若

い
王
）
は
森
に
狩
り
に
出
か
け
、
魔
女
に
出
会
い
、
石
に
変
身
さ
せ

ら
れ
る
。
木
に
刺
し
た
短
刀
か
ら
弟
の
危
機
を
知
っ
た
兄
は
都
に
行

く
。
弟
と
似
て
い
た
兄
は
若
い
王
と
間
違
え
ら
れ
た
た
め
に
、
若
い

妃
（
弟
の
妻
）
と
の
間
に
両
刃
の
剣
を
置
い
て
寝
る
。
弟
の
救
出
に

森
に
出
か
け
た
彼
は
、
魔
女
を
退
治
し
、
石
と
な
っ
て
い
た
弟
を
生

き
返
ら
せ
、
一
緒
に
城
に
帰
る
が
、
兄
が
妃
と
寝
た
こ
と
に
嫉
妬
し

た
弟
は
、
事
情
を
知
ら
ず
、
兄
の
首
を
切
り
落
と
す
。
動
物
﹇
兎
﹈

が
採
っ
て
き
た
薬
草
で
兄
は
生
き
返
る
。
そ
の
後
、
妃
か
ら
両
刃
の

剣
の
こ
と
を
聞
い
た
弟
は
兄
の
貞
節
を
知
り
仲
直
り
す
る
（
２３
）。

Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
〇
番
の
「
原
註
」
に
グ
リ
ム
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。「
こ
の
昔
話
は
血
盟
の
友
の
伝
説
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
伝
説

は
『
哀
れ
な
ハ
イ
ン
リ
ヒ
』
の
我
々
の
版
一
八
三
―
一
九
七
頁
に
詳

し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
子
供
は
同
時
か
つ
数
奇
に
生
ま
れ
、

互
い
に
瓜
二
つ
で
あ
る
。
彼
ら
が
別
れ
る
際
の
印
、
す
な
わ
ち
木
に
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刺
し
た
ナ
イ
フ
は
、『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
の
黄
金
の
盃
に

対
応
す
る
。
本
来
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
血
盟
の
友
の
血
を
飲
む
た
め

に
血
管
に
傷
を
つ
け
る
ナ
イ
フ
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。﹇
…
﹈
家
で

一
方
は
他
方
の
身
代
わ
り
を
し
て
奥
方
の
傍
で
寝
る
が
、
剣
に
よ
っ

て
臥
床
を
分
け
隔
て
る
。
一
方
を
襲
い
、
彼
を
人
間
社
会
か
ら
追
放

す
る
病
気
は
、
こ
こ
﹇『
二
人
兄
弟
』﹈
で
は
魔
女
の
魔
法
で
あ
る
。

魔
法
は
人
を
石
に
変
え
、
他
方
は
そ
の
魔
法
を
解
く
。『
忠
臣
ヨ
ハ

ネ
ス
』（
六
番
）
を
参
照
」﹇
傍
線
部
は
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
体
（
２４
）﹈。

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
グ
リ
ム
は
『
二
人
兄
弟
』
の
祖
型
を
、
カ
ロ

リ
ン
グ
朝
時
代
の
『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
伝
説
に
発
見
し
、

そ
こ
か
ら
昔
話
に
典
型
的
な
幾
つ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
摘
出
し
て
い

る
。
右
の
引
用
文
中
、「
血
盟
の
友
」B

lutsbrüderschaft

と
は
、

互
い
に
血
を
混
ぜ
た
盃
を
飲
み
合
っ
て
平
和
と
友
情
の
強
い
絆
を
結

ぶ
古
代
ゲ
ル
マ
ン
人
の
慣
習
で
（H

dA
,

B
d.1 （２５

））、『
二
人
兄
弟
』
の

一
場
面
に
、
グ
リ
ム
は
そ
の
遥
か
な
痕
跡
を
探
っ
て
い
る
。

『
二
人
兄
弟
』
の
い
ま
一
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
「
剣
」
に
関
し
て
は
、

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
著
書
『
ド
イ
ツ
法
律
故
事
誌
』D

eutsche

R
echtsaltertüm

er

（
一
八
二
八
年
刊
）
の
「
剣
」Schw

ert

の
シ

ン
ボ
ル
性
（「
序
」
第
四
章
）
の
項
が
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
古
代
に
お
い
て
は
、
男
性
が
触
れ
る
つ
も
り
の
な
い
女
性
の
脇
に

寝
る
と
き
は
、
ひ
と
振
り
の
剣
を
自
分
と
女
性
の
間
に
置
く
の
が
慣

習
で
あ
っ
た
（
２６
）」。〈
貞
節
の
シ
ン
ボ
ル
〉sym

bolum
castitatis

と
呼

ば
れ
る
こ
の
慣
習
の
例
を
、
ヤ
ー
コ
プ
は
同
書
の
中
で
、
ゴ
ッ
ト
フ

リ
ー
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
叙
事
詩
『
ト
リ
ス
タ

ン
と
イ
ゾ
ル
デ
』（
一
七
四
〇
七
〜
一
七
行
）、
ア
ル
ニ
ム
／
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
編
の
民
謡
集
『
少
年
の
魔
法
の
角
笛
』（
第
二
巻
、
二
七
六
）、

バ
ジ
ー
レ
の
昔
話
集
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』（
一
―
九
）
等
々
か
ら

引
用
す
る
（
２７
）。
古
代
ゲ
ル
マ
ン
の
慣
習
法
を
専
門
と
し
た
彼
の
眼
に
は
、

物
語
を
透
か
し
て
、
絶
え
ず
、
往
時
の
歴
史
的
な
現
実
が
蘇
っ
て
く

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
は
、
以
前
か
ら
伝
承
さ
れ

て
い
た
「
二
人
兄
弟
」
型
と
「
忠
実
な
召
使
」
型
を
理
想
的
な
友
情

物
語
に
合
体
さ
せ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
（
２８
）。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
『
忠
臣
ヨ

ハ
ネ
ス
』
は
後
者
の
タ
イ
プ
の
典
型
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

老
王
が
臨
終
の
床
で
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
に
、
禁
制
の
部
屋
を
王
子
に

覗
か
せ
な
い
よ
う
に
命
じ
て
死
ぬ
。
し
か
し
禁
を
破
っ
て
部
屋
を
覗

い
た
王
子
は
、
そ
こ
に
飾
ら
れ
て
い
た
「
黄
金
の
屋
根
の
国
の
王

女
」
の
立
像
に
恋
し
、
ヨ
ハ
ネ
ス
の
助
力
で
、
そ
の
国
へ
出
か
け
、

彼
女
を
連
れ
て
帰
国
す
る
。
途
上
、
忠
臣
は
鴉
の
会
話
か
ら
、
若
き

8



王
と
王
女
の
恐
ろ
し
い
運
命
を
知
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
は
そ
れ
を
阻
止
し

よ
う
と
尽
力
す
る
が
、
王
の
誤
解
を
招
き
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
そ

の
執
行
直
前
、
す
べ
て
を
打
ち
明
け
、
石
と
化
す
。
ヨ
ハ
ネ
ス
の
忠

義
を
知
っ
た
王
は
王
女
と
結
婚
し
双
子
を
儲
け
る
も
の
の
、
忠
臣
を

生
き
返
ら
せ
た
い
と
願
う
。
石
と
な
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
が
口
を
き
き
、

王
が
双
子
を
生
贄
に
捧
げ
れ
ば
自
分
は
生
き
返
る
と
告
げ
る
。
苦
悩

の
末
、
王
は
わ
が
子
を
犠
牲
に
し
て
忠
臣
を
蘇
生
さ
せ
る
。
後
者
は

王
の
真
心
に
感
謝
し
双
子
を
蘇
生
さ
せ
る
（
２９
）。

グ
リ
ム
は
『
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
』「
原
註
」
の
中
で
解
説
す
る
。「
こ

れ
は
明
ら
か
に
忠
実
な
友
人
た
ち
、『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』

の
伝
説
で
あ
る
。
一
方
は
他
方
の
た
め
に
自
分
を
犠
牲
に
し
て
、
一

見
不
正
な
こ
と
を
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
度
は
後
者
が
前
者
を

助
け
る
た
め
に
、
わ
が
子
ら
を
犠
牲
に
捧
げ
る
。
し
か
し
、
奇
跡
に

よ
っ
て
子
供
た
ち
の
生
命
は
維
持
さ
れ
る
。『
哀
れ
な
ハ
イ
ン
リ
ヒ
』

に
お
い
て
純
真
な
乙
女
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
の
昔

話
で
は
忠
実
な
師
匠
が
、
老
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
が
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
の

た
め
に
そ
う
す
る
よ
う
に
、
犠
牲
と
な
る
（
３０
）」。

中
世
伝
説
『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
は
『
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
』

の
昔
話
に
も
関
連
性
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
旧

約
聖
書
』
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
イ
サ
ク
の
物
語
の
よ
う
に
、
わ
が
子
の

犠
牲
と
い
う
究
極
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
王
が
、
友
情
あ
る
い
は
真
心

ゆ
え
に
、
そ
れ
を
実
行
し
、
結
果
的
に
イ
サ
ク
同
様
、
子
供
も
救
わ

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
二
人
兄
弟
』
は
様
々
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
長
編
を
構
成
し
て
い
る
。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の

『
昔
話
の
タ
イ
プ
』T

he
T

ypes
of

the
Folktale

で
は
、
Ａ
Ｔ
五

六
七
「
魔
法
の
鳥
の
心
臓
」T

he
M

agic
B

ird−H
eart

、
Ａ
Ｔ
三
〇

〇
「
竜
殺
し
」T

he
D

ragon−Slayer

お
よ
び
Ａ
Ｔ
三
〇
三
「
双
子

あ
る
い
は
血
を
分
け
た
兄
弟
」T

he
T

w
ins

or
B

lood−B
rothers

、

以
上
三
つ
の
話
型
を
含
ん
で
い
る
（
３１
）。
特
に
最
後
の
Ａ
Ｔ
三
〇
三
は
、

ク
ル
ト
・
ラ
ン
ケ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
七
七
〇
も
の
類
話
が
伝
承
さ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
（
３２
）、
世
界
に
広
く
分
布
す
る
シ
ン
デ
レ
ラ
型
（
Ａ

Ｔ
五
一
〇
）
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
数
で
あ
る
。〈
友
情
〉
は
そ
れ

だ
け
、
昔
か
ら
人
間
が
生
き
て
ゆ
く
上
で
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
特
に
、
民
族
あ
る
い
は
血
族
の
間
の
闘
争
が
激
し
か
っ
た

時
代
に
は
、
そ
れ
は
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
新

進
気
鋭
の
学
者
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
中
世
の
文
献
を
研
究
す
る

中
で
、
繰
り
返
し
現
れ
る
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
﹇
友
情
﹈
の
重
要
性
に

気
付
い
た
の
で
あ
る
。
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他
方
で
『
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
』
は
、
Ａ
Ｔ
五
一
六
「
忠
実
な
ジ
ョ
ン

﹇
ヨ
ハ
ネ
ス
﹈」FaithfulJohn

の
話
型
そ
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
３３
）。

斬
首
さ
れ
た
人
間
が
生
き
返
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
右
の
『
二
人
兄
弟
』

に
も
入
っ
て
い
る
が
、
中
世
の
有
名
な
叙
事
詩
『
哀
れ
な
ハ
イ
ン
リ

ヒ
』
と
の
類
似
性
は
、
グ
リ
ム
自
身
が
注
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ

の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
六
番
で
は
一
層
明
白
で
あ
る
。

『
二
人
兄
弟
』
の
兄
、
そ
し
て
『
忠
臣
ヨ
ハ
ネ
ス
』
の
ヨ
ハ
ネ
ス

の
友
情
と
真
心
、
こ
れ
こ
そ
が
奇
跡
を
呼
び
生
命
を
蘇
ら
せ
る
原
動

力
で
あ
っ
た
。
物
語
の
聞
き
手
あ
る
い
は
読
み
手
は
、
そ
れ
に
強
く

心
を
捉
え
ら
れ
、
世
代
か
ら
世
代
に
物
語
が
伝
え
ら
れ
る
中
に
、
友

情
は
い
つ
し
か
民
族
の
共
有
財
産
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

中
世
伝
説
か
ら
昔
話
が
芽
生
え
る
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
逆
に
、
昔
話

の
祖
型
が
伝
説
の
中
に
摂
取
さ
れ
る
に
し
ろ
、
友
情
と
い
う
人
類
普

遍
の
テ
ー
マ
は
、
石
化
や
斬
首
と
い
っ
た
極
端
か
つ
残
酷
な
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
の
中
で
、
い
よ
い
よ
そ
の
重
要
性
を
増
し
て
い
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。

２
『
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
』B

erte
aus

grans
piés

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
伝
説
『
大
き
な
足
の
ベ
ル

タ
』
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。（
地
図
２
参
照
）

女
主
人
公
ベ
ル
タ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
女
で
、
フ
ロ
ワ
ー
ル

と
ブ
ラ
ン
シ
ュ
フ
ロ
ア
の
娘
で
あ
る
。
王
女
は
非
常
に
美
し
か

っ
た
が
、
不
均
衡
な
、
も
し
く
は
並
は
ず
れ
て
大
き
な
足
を
し

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
大
き
な
足
の
」aus

grans
piés

あ
る

い
はas

gran
pié

と
い
う
綽
名
を
持
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ク

王
国
の
王
ピ
ピ
ン
﹇
三
世
﹈
が
王
女
に
結
婚
を
申
し
込
む
。
彼

女
は
乳
母
の
マ
ル
ギ
ス
テ
と
そ
の
娘
ア
リ
ス
テ
を
お
供
に
、
ピ

ピ
ン
と
結
婚
す
る
た
め
に
両
親
に
送
り
出
さ
れ
る
。
結
婚
式
の

あ
と
、
マ
ル
ギ
ス
テ
は
ベ
ル
タ
に
、
王
は
結
婚
の
初
夜
に
彼
女

を
殺
す
だ
ろ
う
と
吹
き
込
む
。
彼
女
は
そ
れ
ゆ
え
ア
リ
ス
テ
と

役
割
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
る
。
翌
朝
、
ベ
ル
タ
が
寝
室
に
入

ろ
う
と
す
る
と
、
ア
リ
ス
テ
は
ベ
ル
タ
が
彼
女
を
殺
そ
う
と
し

て
い
る
と
主
張
す
る
。
王
は
召
使
た
ち
に
ベ
ル
タ
を
ル
マ
ン
の

森
へ
連
れ
て
行
か
せ
る
。
そ
こ
で
彼
女
は
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
殺
害
が
実
行
さ
れ
た
証
拠
に
、
マ
ル
ギ
ス
テ
は
犠
牲
者
の

心
臓
を
要
求
す
る
。
召
使
た
ち
は
若
い
王
妃
を
自
由
の
身
に
す

る
。
彼
ら
は
猪
を
殺
し
て
、
そ
の
心
臓
を
証
拠
と
し
て
示
す
。

ベ
ル
タ
は
森
を
さ
ま
よ
い
、
つ
い
に
森
番
シ
モ
ン
の
家
族
に
迎

10



地図２
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え
入
れ
ら
れ
、
そ
こ
で
家
の
仕
事
を
し
な
が
ら
数
年
を
過
ご
す
。

ベ
ル
タ
の
母
親
が
パ
リ
へ
旅
し
て
、
病
気
と
称
し
て
薄
暗
い
部

屋
の
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
た
ア
リ
ス
テ
の
足
を
見
て
、
彼

女
が
自
分
の
娘
ベ
ル
タ
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
。
策
略
が
発
覚

し
た
あ
と
、
乳
母
マ
ル
ギ
ス
テ
と
彼
女
の
従
兄
テ
ュ
ベ
ル
ト
は

死
刑
を
宣
告
さ
れ
る
。
ピ
ピ
ン
の
子
供
を
産
ん
で
い
た
ア
リ
ス

テ
は
尼
僧
に
な
る
。
ピ
ピ
ン
と
ア
リ
ス
テ
の
息
子
た
ち
は
レ
ン

フ
ロ
ワ
お
よ
び
ウ
ド
リ
と
名
付
け
ら
れ
る
。
ベ
ル
タ
は
、
ル
マ

ン
の
森
で
狩
り
を
し
て
い
る
間
に
迷
っ
た
ピ
ピ
ン
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
る
。
す
ぐ
に
ベ
ル
タ
が
好
き
に
な
っ
た
王
は
、
彼
女
を

望
む
が
、
彼
女
に
自
分
を
明
か
さ
な
い
。
ベ
ル
タ
は
も
う
一
度

フ
ラ
ン
ク
王
国
に
や
っ
て
来
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
妃
に
よ
っ
て

彼
女
の
娘
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
（
３４
）。

こ
の
物
語
の
最
古
の
テ
ク
ス
ト
は
『
サ
ン
ト
ン
ジ
ュ
年
代
記
』

C
hronique

saintongeaise

（
一
二
二
五
年
頃
）
と
さ
れ
る
（
３５
）。
サ
ン

ト
ン
ジ
ュ
は
フ
ラ
ン
ス
西
部
の
旧
地
方
名
で
、
現
在
は
シ
ャ
ラ
ン

ト
・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
県
（
ジ
ロ
ン
ド
川
河
口
地
域
）
で
あ
る
。
ま
た

物
語
の
最
も
詳
し
い
伝
承
は
、
現
在
は
中
部
ベ
ル
ギ
ー
で
あ
る
ブ
ラ

バ
ン
ト
の
ア
ド
ネ
・
ル
・
ロ
ワA

denet
le

R
oi

の
叙
事
詩
『
大
き

な
足
の
ベ
ル
タ
』B

erte
aus

grans
piés

（
一
二
七
五
年
頃
）
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
そ
し
て
ド
イ
ツ
に

物
語
は
広
く
伝
播
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
出
身
の
詩

人
シ
ュ
ト
リ
ッ
カ
ーStricker

の
叙
事
詩
『
カ
ー
ル
大
帝
』Karlder

G
roße

（
一
二
三
〇
年
頃
）
が
一
番
古
い
記
録
で
あ
る
（
３６
）。

『
グ
リ
ム
兄
弟
の
蔵
書
』
に
は
、
次
の
文
献
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

＊A
D

E
N

E
T

LE
R

O
I:Li

rom
ans

de
B

erte
aus

grans
piés,

préc.d’une
dissertation

sur
les

rom
ans

des
douze

pairs
;

par
Paulin

Paris,Paris,1832.[1342]

ア
ド
ネ
・
ド
・
ロ
ワ
『
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
の
物
語
』
十
二
人
の

大
貴
族
の
物
語
に
関
す
る
論
文
付
、
ポ
ー
ラ
ン
・
パ
リ
編
、
パ
リ
、

一
八
三
二
年
。﹇
一
三
四
二
番
（
３７
）﹈

＊A
R

E
T

IN
,

Johann
C

hristoph
Frhr

von
:A

elteste
Sage

über
die

G
eburt

und
Jugend

K
arls

des
G

rossen.
Zum

1.

M
ale

bekannt
gem

acht
u.erl.M

ünchen,1803.[5653]

ヨ
ハ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
・
フ
ォ
ン
・
ア
レ
テ
ィ
ン
男
爵
『
カ
ー
ル

大
帝
の
誕
生
と
青
年
時
代
に
関
す
る
最
古
の
伝
説
』
初
め
て
の
公
表

と
解
説
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
一
八
〇
三
年
。﹇
五
六
五
三
番
（
３８
）﹈

＊D
er

Stricker
:K

arl
der

G
rosse.

H
rsg.

von
K

arl
B

artsch.
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Q
uedlinburg,Leipzig

:B
asse

1857.[2696]
デ
ア
・
シ
ュ
ト
リ
ッ
カ
ー
『
カ
ー
ル
大
帝
』
カ
ー
ル
・
バ
ル
チ
ュ

編
、
ク
ヴ
ェ
ト
リ
ン
ブ
ル
ク
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
バ
ッ
セ
社
、
一
八

五
七
年
。﹇
二
六
九
六
番
（
３９
）﹈

さ
て
、
物
語
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
第
一
代
の
国
王
ピ
ピ
ンPippin

（
フ
ラ
ン
ス
名
ペ
パ
ンPépin
）
三
世
（＝

小
ピ
ピ
ン
）
を
め
ぐ
っ

て
展
開
さ
れ
る
。
中
世
の
民
間
伝
承
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
カ
ー

ル
大
帝
と
ピ
ピ
ン
三
世
そ
し
て
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
は
し
ば
し
ば
混

同
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
歴
史
上
の
記
録
を
あ
ら
た
め
て
整
理
す

る
と
こ
う
な
る
。

七
一
四
年
に
亡
く
な
っ
た
ピ
ピ
ン
二
世
に
は
二
人
の
妻
、
正
妻
プ

レ
ク
ト
ル
デ
ィ
スPlektrudis

と
側
室
カ
ル
パ
イ
ダC

halpaida

が

い
た
。
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
は
側
室
の
子
で
あ
る
。
ま
た
カ
ー
ル
・

マ
ル
テ
ル
と
彼
の
正
妻
ク
ロ
ト
ル
トC

hrotrud

と
の
間
に
は
二
人

の
息
子
カ
ー
ル
マ
ンK

arlm
ann

と
小
ピ
ピ
ン
が
い
た
。
伝
承
に
よ

れ
ば
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
の
母
親
は
中
ピ
ピ
ン
の
正
妻
に
激
し
く

迫
害
さ
れ
た
ら
し
い
。
二
人
の
庶
子
、
ラ
ギ
ン
フ
レ
トR

aginfred

と
ヒ
ル
ペ
リ
ッ
クH

ilperick

、
ベ
ル
タ
伝
説
で
は
レ
ン
フ
ロ
ワ
と

ウ
ド
リ
は
、
彼
ら
の
父
親
か
ら
死
刑
を
宣
告
さ
れ
、
ア
ル
デ
ン
ヌ

﹇
ベ
ル
ギ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
の
間
の
高
地
﹈
に
逃
げ
た
と
言
わ
れ
る
（
４０
）。

『
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
』
伝
説
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
国
王
ピ
ピ
ン
の

許
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
王
女
（
ベ
ル
タ
）
が
嫁
入
り
す
る
が
、
お
供
を

し
た
乳
母
と
そ
の
娘
の
策
略
に
よ
っ
て
、
彼
女
は
王
妃
の
地
位
を
奪

わ
れ
る
。
し
か
し
最
後
に
、
母
親
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
妃
）
が
、
足
の

大
き
さ
か
ら
ピ
ピ
ン
の
自
称
妃
が
彼
女
の
娘
で
は
な
い
こ
と
を
発
見

し
、
乳
母
と
そ
の
娘
の
虚
偽
が
暴
か
れ
る
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ピ
ピ
ン
の
時
代
、
現
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ア
ヴ

ァ
ー
ル
王
国
（
五
〜
九
世
紀
）
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
ア
ヴ
ァ
ー
ル

は
ア
ジ
ア
系
遊
牧
民
で
、
中
・
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
進
出
し
た
が
、

七
九
一
年
カ
ー
ル
大
帝
に
破
れ
、
フ
ラ
ン
ク
人
に
服
属
し
た
。
そ
の

後
八
九
六
年
、
マ
ジ
ャ
ー
ル
人
が
侵
入
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
国
を
築

き
、
十
世
紀
末
に
は
キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
ん
だ
。
先
の
ベ
ル
タ
伝
説

は
そ
う
し
た
民
族
の
興
亡
を
背
景
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な

み
に
、『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
第
二
巻
に
は
、
カ
ー
ル
大
帝
の
東
方
遠

征
の
物
語
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
帰
還
す
る
カ
ー
ル
」（
Ｄ
Ｓ
四
四
四
）

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
ベ
ル
タ
伝
説
は
昔
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
と
り
わ
け
、「
す
り
替

え
ら
れ
た
花
嫁
」（
ド
イ
ツ
語D

ie
unterschobene

B
raut

／
英
語
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T
he

Substituted
B

ride

）
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
４１
）が
そ
れ
で
、
ア
ー
ル
ネ

／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
話
型
Ａ
Ｔ
四
〇
三
「
黒
い
花
嫁
と
白
い
花
嫁
」The

B
lack

and
the

W
hite

B
ride

の
中
核
を
な
し
て
い
る
（
４２
）。
グ
リ
ム
童

話
で
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
三
「
森
の
中
の
三
人
の
小
人
」D

ie
drei

M
ännlein

im
W

alde
お
よ
び
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
三
五
「
白
い
花
嫁
と
黒
い

花
嫁
」D

ie
w

eiße
und

die
schw

arze
B

raut

が
こ
の
話
型
に
属

し
て
い
る
が
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
八
九「
が
ち
ょ
う
番
の
娘
」Die

G
änsem

agd

も
、
Ａ
Ｔ
番
号
は
五
三
三
「
話
を
す
る
馬
の
首
」
に
分
類
さ
れ
て
は

い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
」
物
語
で
あ

る
。
本
稿
で
は
ベ
ル
タ
伝
説
と
の
関
係
か
ら
、
こ
の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
八
九
を

覗
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。『
が
ち
ょ
う
番
の
娘
』
は
次
の
よ
う

な
物
語
で
あ
る
。

昔
、
寡
﹇
や
も
め
﹈
の
妃
に
美
し
い
姫
が
い
た
。
姫
は
遠
い
国
の

王
子
に
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
。
装
飾
品
な
ど
を
荷
造
り
し
、
姫
は
腰
元

を
一
人
連
れ
て
出
発
す
る
。
姫
の
馬
は
フ
ァ
ラ
ダ
と
い
う
名
で
口
が

き
け
た
。
母
親
の
妃
は
自
分
の
指
を
切
っ
て
血
を
三
滴
布
に
垂
ら
し
、

そ
れ
を
姫
に
渡
し
た
。
旅
の
途
中
、
姫
は
喉
が
渇
き
腰
元
に
水
を
頼

む
が
、
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
な
い
。
仕
方
な
く
姫
が
自
分
で
小

川
の
水
を
汲
ん
だ
と
き
、
例
の
布
が
懐
か
ら
落
ち
て
流
さ
れ
る
。
腰

元
は
そ
れ
を
見
て
、
姫
が
力
を
失
っ
た
こ
と
を
知
り
、
衣
装
を
姫
の

も
の
と
取
り
換
え
、
自
分
が
フ
ァ
ラ
ダ
に
乗
る
。
本
当
の
花
嫁
は
駄

馬
で
王
子
の
許
に
着
く
。
腰
元
に
さ
れ
た
姫
は
が
ち
ょ
う
番
の
男
の

子
の
手
伝
い
を
す
る
。
偽
の
花
嫁
は
口
封
じ
の
た
め
に
フ
ァ
ラ
ダ
を

王
子
に
殺
さ
せ
る
。
姫
は
馬
の
首
を
町
の
門
に
掛
け
て
も
ら
い
、
朝

夕
、
が
ち
ょ
う
を
追
っ
て
そ
こ
を
通
る
と
き
、
首
と
話
を
す
る
。
あ

る
時
、
王
様
は
が
ち
ょ
う
番
の
娘
（＝

姫
）
が
馬
の
首
と
会
話
し
て

い
る
こ
と
を
男
の
子
か
ら
聞
く
。
真
実
を
話
さ
せ
る
た
め
に
、
王
様

は
鉄
の
ス
ト
ー
ブ
に
娘
が
苦
し
い
胸
の
内
を
吐
露
す
る
よ
う
に
言
い
、

煙
出
し
で
そ
れ
を
聞
く
。
真
実
を
知
っ
て
、
王
様
は
彼
女
に
姫
の
衣

装
を
着
せ
さ
、
王
子
に
本
当
の
花
嫁
を
教
え
る
。
饗
宴
が
催
さ
れ
、

食
事
の
あ
と
、
王
様
は
主
人
を
裏
切
っ
た
女
に
は
ど
の
よ
う
な
罰
が

相
応
し
い
か
、
偽
の
花
嫁
に
尋
ね
る
。
そ
う
い
う
女
は
裸
に
し
て
内

側
に
釘
を
打
っ
た
樽
に
詰
め
馬
に
曳
か
せ
殺
す
の
が
よ
い
、
と
彼
女

は
答
え
る
。
そ
の
通
り
処
刑
が
執
行
さ
れ
る
。
若
い
王
様
は
本
当
の

花
嫁
と
結
婚
し
、
幸
せ
に
国
を
治
め
る
（
４３
）。

グ
リ
ム
兄
弟
は
こ
の
昔
話
を
ド
ロ
テ
ー
ア
・
フ
ィ
ー
マ
ン
か
ら
聞

い
て
書
き
留
め
た
よ
う
だ
が
（
４４
）、
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
に
包
ま
れ
た
心
に

沁
み
入
る
物
語
で
あ
る
。「
話
を
す
る
馬
」（
フ
ァ
ラ
ダ
）
に
つ
い
て
、

14



グ
リ
ム
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
八
九
「
原
註
」
の
中
で
、
馬
の
首
を
お
守
り
に
立

て
て
お
く
古
代
北
方
の
慣
習
（
サ
ク
ソ
・
グ
ラ
マ
テ
ィ
ク
ス
『
デ
ン

マ
ー
ク
人
の
事
蹟
』
等
）
を
紹
介
し
（
４４
）、
註
の
最
後
に
こ
う
記
す
。

「
自
分
の
召
使
に
追
放
さ
れ
、
粉
挽
き
小
屋
で
糸
紡
ぎ
や
機
織
り
を

し
た
ピ
ピ
ン
の
婚
約
者
ベ
ル
タ
に
関
す
る
こ
の
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
神

話
を
厳
密
に
検
討
す
る
と
、
主
な
内
容
か
ら
し
て
明
ら
か
に
そ
れ
と

関
連
が
あ
る
我
々
の
昔
話
は
、
よ
り
古
代
的
で
よ
り
美
し
く
よ
り
素

朴
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
４５
）」。

腰
元
に
妃
の
座
を
奪
わ
れ
て
も
な
お
気
品
を
失
わ
ず
、
運
命
に
耐

え
、
最
後
に
幸
せ
を
掴
む
女
主
人
公
の
姿
（
グ
リ
ム
も
そ
の
「
気
高

さ
」die

H
oheit

の
美
を
称
え
て
い
る
（
４６
））
は
、
あ
る
意
味
で
、
世
界

中
に
類
話
が
存
在
す
る
シ
ン
デ
レ
ラ
型
（
Ａ
Ｔ
五
一
〇
）
に
似
て
な

く
も
な
い
。
昔
話
の
聞
き
手
や
読
者
は
、
が
ち
ょ
う
番
の
娘
あ
る
い

は
灰
か
ぶ
り
の
境
遇
に
深
く
共
感
し
な
が
ら
、
人
生
の
苦
難
と
幸
福

に
関
し
て
、
大
切
な
何
か
を
学
び
取
っ
て
ゆ
く
に
ち
が
い
な
い
。
グ

リ
ム
兄
弟
は
こ
の
物
語
の
祖
型
を
彼
ら
の
時
代
か
ら
ほ
ぼ
一
千
年
前

の
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
ベ
ル
タ
伝
説
に
見
出
し
た
が
、
最
後
に
、
伝
説

の
題
名
と
も
な
っ
て
い
る
「
大
き
な
足
」
と
「
す
り
替
え
ら
れ
た
花

嫁
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
解
釈
を
紹
介
し
た
い
。

フ
ラ
ン
ク
王
国
の
ピ
ピ
ン
の
許
へ
輿
入
れ
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
ア

ヴ
ァ
ー
ル
）
王
国
の
王
女
ベ
ル
タ
は
、
様
々
な
苦
難
を
味
わ
っ
た
あ

と
、
彼
女
の
母
親
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
際
目

印
に
な
っ
た
の
は
〈
大
き
な
足
〉
で
あ
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と
（A

.

Feist

（
４７
））、
ベ
ル
タ
は
ゲ
ル
マ
ン
神
話
の
ペ
ル
ヒ
タPerchta

に
関
連

が
あ
る
と
言
う
。
ペ
ル
ヒ
タ
（
あ
る
い
は
ベ
ル
ヒ
タB

erchta

）
は

南
ド
イ
ツ
（
バ
イ
エ
ル
ン
）
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
民
間
伝
承
に

登
場
す
る
老
婆
で
、
怠
け
者
の
糸
紡
ぎ
女
や
子
供
た
ち
を
脅
し
、
勤

勉
な
者
に
は
贈
り
物
を
く
れ
る
と
伝
え
ら
れ
る
（
４８
）。
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ

ム
の
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』D

eutsche
M

ythologie

に
よ
れ
ば
、
彼

女
は
し
ば
し
ば
ホ
レ
お
ば
さ
んFrau

H
olle

（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
四
）
と
も

同
一
視
さ
れ
、
が
ち
ょ
う
の
よ
う
な
大
き
な
足
を
特
徴
と
し
て
い
た
（
４９
）。

ペ
ル
ヒ
タ
も
ホ
レ
お
ば
さ
ん
も
糸
紡
ぎ
と
縁
が
深
く
、
大
き
な
足
は

糸
紡
ぎ
の
作
業
の
結
果
と
も
見
做
さ
れ
て
い
る
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
四
『
三

人
の
糸
紡
ぎ
女
（
５０
）』）。
ベ
ル
タ
が
森
番
の
家
族
に
迎
え
ら
れ
て
、
そ
の

家
で
糸
紡
ぎ
と
機
織
り
を
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
さ
に
ペ
ル
ヒ
タ＝

ホ
レ
お
ば
さ
ん
の
そ
れ
と
二
重
映
し
に
な
る
。
た
だ
し
、
糸
紡
ぎ
器

械
は
十
五
世
紀
の
発
明
で
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
物
語
に
、
糸
紡

ぎ＝
大
き
な
足
の
等
式
は
妥
当
し
な
い
と
反
論
す
る
向
き
も
あ
る

（P.A
rfert

（
５１
））。

一
方
、〈
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
〉
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
な
背
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景
が
あ
る
よ
う
だ
。
ピ
ピ
ン
（
三
世
）
の
婚
姻
関
係
と
カ
ー
ル
大
帝

の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
来
、
伝
承
が
少
な
く
不
明
な
部
分
が
多

い
と
さ
れ
る
が
、
十
一
／
十
二
世
紀
に
吟
遊
詩
人
﹇
ジ
ョ
ン
グ
レ
ー

ル
﹈
に
よ
っ
て
完
成
を
見
た
ベ
ル
タ
伝
説
（
５２
）は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
や
フ

ラ
ン
ス
王
家
の
家
系
図
に
お
け
る
側
室
と
そ
の
子
供
の
問
題
と
密
接

な
関
係
が
あ
る
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
財
産
分
割
が
絡
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
古
い
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
貴
族
階
級
に
お
い
て
は
、
一
夫
多
妻

制
が
、
政
治
的
な
理
由
も
あ
っ
て
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

と
言
わ
れ
る
が
、
ゲ
ル
マ
ン
人
が
改
宗
し
た
後
、
教
会
は
一
夫
一
妻

制
を
推
進
し
、
自
由
な
婚
姻
を
敵
視
し
た
。
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
と
カ

ロ
リ
ン
グ
朝
の
側
室
た
ち
の
存
在
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
時
代

の
転
換
期
に
は
異
教
的－

ゲ
ル
マ
ン
的
な
も
の
の
名
残
と
見
做
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
ん
だ
十
三
世
紀
頃
に
は
も
は
や
理
解
し
難
い
も

の
と
な
っ
て
い
た
（
５３
）。〈
す
り
替
え
ら
れ
た
花
嫁
〉
の
物
語
は
、
妃
の

座
を
め
ぐ
る
熾
烈
な
争
い
の
中
で
、
歴
史
の
闇
に
葬
り
去
ら
れ
た
本

当
の
花
嫁
、
あ
る
い
は
偽
の
花
嫁
の
過
酷
な
運
命
と
悲
哀
を
、
昔
話

の
衣
装
に
包
ん
で
、
後
世
に
伝
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

３
『
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
』G

enovefa

（G
enoveva

）

ブ
ラ
バ
ン
ト
地
方
﹇
中
部
ベ
ル
ギ
ー
﹈
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る

『
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
（
５４
）』
伝
説
は
、「
罪
も
な
く
中
傷
さ
れ
迫
害
さ
れ
た

妻
」D

ie
unschuldig

verleum
dete

und
verfolgte

Frau

の
典

型
タ
イ
プ
で
、
ド
イ
ツ
で
は
き
わ
め
て
人
気
が
高
い
（
テ
ィ
ー
ク
、

ヘ
ッ
ベ
ル
等
（
５５
））。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
話
型
で
は
七
一
二
番

「
ク
レ
シ
ェ
ン
テ
ィ
ア
」C

rescentia＝
T

he
slandered

and
ban-

ished
w

ife

に
分
類
さ
れ
て
い
る
（
５６
）。
Ｅ
Ｍ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
マ
ル

テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
コ
ッ
ヘ
ム
﹇
一
六
八
七
年
﹈
の
内
容
は
次
の
よ

う
で
あ
る
。（
地
図
３
参
照
）

七
五
〇
年
頃
、
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
伯
爵
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
公
爵

の
娘
で
あ
る
彼
の
敬
虔
な
妻
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
と
ト
リ
ー
ア
の

地
に
暮
ら
し
て
い
た
。
伯
爵
が
戦
争
に
出
陣
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
と
き
、
伯
は
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
を
彼
の
家
臣
ゴ

ロ
ー
に
託
し
た
。
と
こ
ろ
が
ゴ
ロ
ー
は
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
へ
の

恋
に
燃
え
、
拒
絶
さ
れ
る
と
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
彼
女
に
料
理

人
ド
ラ
ー
ゴ
と
の
密
通
の
罪
を
き
せ
牢
獄
に
放
り
込
ま
せ
る
。
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地図３
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ゴ
ロ
ー
の
誹
謗
と
魔
法
使
い
の
女
の
欺
瞞
―
そ
れ
に
よ
る
と
、

ド
ラ
ー
ゴ
は
牢
獄
で
生
ま
れ
た
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
の
息
子
シ
ュ

メ
ル
ツ
ェ
ン
ラ
イ
ヒ
﹇〈
苦
痛
に
満
ち
た
〉
の
意
﹈
の
父
親
と

さ
れ
る
―
の
言
葉
に
憤
激
し
て
、
伯
は
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
を
子

供
も
ろ
と
も
即
座
に
処
刑
せ
よ
と
指
示
す
る
。
同
情
を
覚
え
た

召
使
た
ち
は
、
森
を
離
れ
な
い
と
い
う
条
件
つ
き
で
、
二
人
を

生
か
し
て
お
く
。
刑
が
執
行
さ
れ
た
印
に
、
召
使
た
ち
は
ゴ

ロ
ー
に
犬
の
眼
と
舌
を
持
っ
て
行
く
。
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
は
長

い
間
さ
ま
よ
っ
た
あ
と
、
洞
穴
を
見
つ
け
る
。
雌
鹿
が
子
供
に

授
乳
し
て
く
れ
る
。
天
使
が
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
に
十
字
架
を
渡

す
。
狼
が
羊
の
毛
皮
を
運
ん
で
く
れ
る
。
彼
女
は
そ
れ
で
シ
ュ

メ
ル
ツ
ェ
ン
ラ
イ
ヒ
を
覆
う
こ
と
が
出
来
た
。﹇
城
に
﹈
帰
っ

た
伯
は
彼
の
決
断
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
に
悩
む
。
と
り
わ

け
、
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
の
残
さ
れ
た
手
紙
が
彼
女
の
潔
白
を
確

証
す
る
。
七
年
後
、
彼
は
狩
り
の
際
に
雌
鹿
を
追
う
。
雌
鹿
は

彼
を
ま
っ
す
ぐ
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
の
洞
穴
に
導
い
て
ゆ
く
。
彼

は
そ
れ
が
妻
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
彼
女
を
息
子
と
も
ど
も

城
に
連
れ
帰
る
。
ゴ
ロ
ー
は
罰
と
し
て
、
四
頭
の
雄
牛
に
引
き

裂
か
れ
る
。
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
は
少
し
の
間
だ
け
生
き
延
び
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
リ
ア
が
顕
現
し
、
聖
母
に
よ
っ
て
自
身
が
天
使

と
共
に
天
国
に
導
か
れ
て
ゆ
く
の
を
見
た
す
ぐ
後
に
、
彼
女
は

亡
く
な
る
。
伯
は
亡
き
女
﹇
ひ
と
﹈
の
た
め
に
一
つ
の
教
会
、

聖
母
教
会
を
捧
げ
る
。
そ
し
て
彼
の
生
涯
を
息
子
と
共
に
ゲ
ノ

フ
ェ
ー
フ
ァ
の
洞
穴
の
中
で
隠
者
と
し
て
終
え
る
（
５７
）。

ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
の
歴
史
的
な
背
景
を
め
ぐ
っ
て
は
、
様
々

な
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局
、
そ
れ
ら
は
十
四
世
紀
後
半
に
編
纂

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
典
拠
と
し
て
い
た
。
ド
イ
ツ
西
部
、
ラ
イ
ン
河

畔
の
ボ
ン
か
ら
遠
く
は
な
い
マ
リ
ア
・
ラ
ー
ハM

aria
Laach

修
道

院
に
保
存
さ
れ
て
い
た
幾
つ
か
の
ラ
テ
ン
語
の
手
稿
、
お
そ
ら
く

ラ
ー
ハ
の
修
道
僧
あ
る
い
は
近
隣
の
聖
母
教
会
の
聖
職
者
に
よ
っ
て

一
四
〇
〇
年
頃
に
書
か
れ
た
そ
の
テ
ク
ス
ト
は
、
歴
史
上
知
ら
れ
た

人
物
と
、
マ
リ
ア
・
ラ
ー
ハ
の
新
た
な
創
設
者
で
あ
る
バ
レ
ン
シ
ュ

テ
ッ
ト
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
（
十
一
／
十
二
世
紀
）、
そ
し
て
虚
偽

に
よ
り
姦
通
の
罪
を
問
わ
れ
た
ブ
ラ
バ
ン
ト
（
ド
イ
ツ
西
部
に
比
較

的
近
い
）
の
マ
リ
ア
等
が
統
合
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
モ
テ
ィ
ー

フ
と
物
語
の
構
成
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
マ
ン
『
ロ
ー
マ
の
善
き
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
女
性
』La

B
one

Florence
de

R
om

e

（
十
三
世
紀
前

半
）
が
模
範
と
言
わ
れ
る
（
５８
）。

ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
が
一
躍
名
を
馳
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
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の
は
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
ル
ネ
・
ド
・
セ
リ
ジ
ェ

R
ené

de
C

érizier

（
一
六
〇
三
―
六
二
年
）
の
物
語
『
認
め
ら
れ

た
無
実
あ
る
い
は
ブ
ラ
バ
ン
ト
の
聖
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ィ
エ
ー
ヴ
』L’Inno-

cence
reconnue

ou
V

ie
de

St.e
G

eneviève

で
、
そ
れ
は
フ
ラ

ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
で
何
版
も
重
ね
た
。
一
方
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
ゲ
ノ

フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
が
有
名
に
な
っ
た
の
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ

ン
・
コ
ッ
ヘ
ムM

artin
von

C
ochem

の
『
無
実
で
騙
さ
れ
た
プ

フ
ァ
ル
ツ
伯
夫
人
聖
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
』Von

der
unschuldig

be-

trangten
H

.Pfaltz−G
räfinen

G
.

（
一
六
八
七
年
）（
前
述
）
が
起

点
で
あ
る
。
そ
の
後
、
無
数
の
民
衆
本
に
よ
っ
て
、
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ

ァ
伝
説
は
あ
ま
ね
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
５９
）。

『
グ
リ
ム
兄
弟
の
蔵
書
』
に
は
次
の
文
献
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

＊[G
E

N
O

V
E

FA
.]

E
ine

schöne
anm

uthige
und

lesen-

sw
ürdige

H
istoria

von
der

unschuldig
bedrangten

H
eili-

gen
Pfalzgräfin

G
enovefa…

A
ugspurg

1802.[2171]

『﹇
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
﹈
無
実
で
追
放
さ
れ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ
伯
夫
人

聖
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
に
関
す
る
美
し
く
も
優
雅
で
読
む
に
値
す
る
物

語
』、
ア
ウ
ク
ス
プ
ル
ク
、
一
八
〇
二
年
﹇
二
一
七
一
番
（
６０
）﹈

＊Zacher,Julius
:D

ie
H

istorie
von

der
Pfalzgräfin

G
enovefa.

E
in

B
eitr.

zur
deutschen

Literaturgeschichte
und

M
y-

thologie.K
önigsberg

:Schubert
&

Seidel1860.[2172]

ユ
リ
ウ
ス
・
ツ
ァ
ッ
ハ
ー
『
プ
フ
ァ
ル
ツ
伯
夫
人
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ

ァ
の
物
語
』
ド
イ
ツ
文
学
史
お
よ
び
神
話
学
へ
の
寄
与
。
ケ
ー
ニ
ヒ

ス
ベ
ル
ク
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
／
ザ
イ
デ
ル
社
、
一
八
六
〇
年
﹇
二
一

七
二
番
（
６１
）﹈

グ
リ
ム
兄
弟
は
彼
ら
の
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
の
中
に
『
ジ
ー
ク
フ

リ
ー
ト
と
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
』Siegfried

und
G

enofeva

（
Ｄ
Ｓ

五
三
八
番
）
を
収
録
し
て
い
る
。
た
だ
し
出
典
は
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ

ォ
ン
・
コ
ッ
ヘ
ム
で
は
な
く
、
Ｍ
・
フ
レ
ー
アFreher

編
『
パ
ラ

テ
ィ
ー
ナ
原
典
草
稿
』O

riginum
Palatinarum

com
m

entarius

（
一
六
一
二
／
一
三
年
）
で
あ
る
（
６２
）。
内
容
は
殆
ど
同
じ
だ
が
、
結
末

が
異
な
っ
て
い
る
。
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
コ
ッ
ヘ
ム
の
物
語
で

は
、
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
伯
は
聖
母
教
会
を
建

立
し
て
、
残
り
の
人
生
を
息
子
と
共
に
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
の
洞
穴
で

隠
者
と
し
て
暮
ら
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
パ
ラ
テ
ィ
ー
ナ
原

典
草
稿
に
拠
る
グ
リ
ム
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、
そ
の
記
述
は
な
く
、
教

会
で
は
「
多
く
の
奇
跡
」
が
行
わ
れ
た
、
と
結
ば
れ
て
い
る
。

グ
リ
ム
は
「
ト
リ
ー
ア
の
大
僧
正
が
ヒ
ル
ド
ル
フ
で
あ
っ
た
時
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代
」、
と
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
を
書
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
フ
ォ
ン
・
コ
ッ
ヘ
ム
の
物
語
で
は
、「
七
五

〇
年
頃
」
と
具
体
的
に
年
号
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
七
五
〇
年
頃
と

言
え
ば
、
ピ
ピ
ン
三
世
﹇
小
﹈
が
ソ
ワ
ソ
ン
で
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
に

選
ば
れ
、
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
大
司
教
に
よ
っ
て
聖
油
を
受
け
た

（
七
五
一
年
）
時
代
で
あ
る
（
６３
）。
ま
た
前
述
の
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ン

『
ロ
ー
マ
の
善
き
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
』
は
、
カ
ー
ル
大
帝
を
め
ぐ
る

伝
承
圏
の
シ
ビ
ラ
と
ベ
ル
タ
伝
説
に
そ
の
物
語
を
遡
る
と
さ
れ
る
（
６４
）。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
物
語
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
カ
ー
ル
大
帝
の
母
ベ
ル
タ
﹇
史
実
上
は
ベ
ル
ト
ラ
ー
ダ
﹈

は
、
ピ
ピ
ン
三
世
の
正
妻
で
、
こ
の
小
ピ
ピ
ン
の
父
カ
ー
ル
・
マ
ル

テ
ル
﹇
大
帝
の
祖
父
﹈
は
中
ピ
ピ
ン
﹇
二
世
﹈
の
側
室
の
子
で
あ
っ

た
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
側
室
は
中
ピ
ピ
ン
の
正
妻
に
迫

害
さ
れ
、
二
人
の
庶
子
は
父
王
に
死
刑
を
宣
告
さ
れ
て
ア
ル
デ
ン
ヌ

の
山
地
に
逃
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
６５
）。
こ
の
山
地
は
、
ブ
ラ
バ
ン

ト
の
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
が
伯
爵
の
家
臣
ゴ
ロ
ー
に
無
実
の
罪
を
着
せ

ら
れ
て
逃
れ
、
息
子
シ
ュ
メ
ル
ツ
ェ
ン
ラ
イ
ヒ
を
産
ん
だ
場
所
で
あ

っ
た
（
６６
）。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
伝
説
圏
で
は
人
物
が
よ
く
混
同
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
も
、
時
代
的
に
見
て
、
ベ
ル
タ

伝
説
と
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
。
と
も

あ
れ
、「
無
実
で
中
傷
さ
れ
迫
害
さ
れ
た
花
嫁
」
の
昔
話
タ
イ
プ
は
、

様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
間
に
広
く

知
れ
渡
り
、
久
し
く
親
し
ま
れ
て
き
た
の
だ
が
、
意
外
な
こ
と
に
、

グ
リ
ム
兄
弟
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
一
番
『
灰
か
ぶ
り
』A

schenputtel

「
原

註
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
有
名
な
聖
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
を
思
い
出
さ
せ
る
他
の
結
末

を
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
の
四
番
目
の
物
語
は
持
っ
て
い
る
。
灰
か
ぶ

り
は
王
妃
と
な
り
、
魔
女
で
あ
る
彼
女
の
継
母
と
意
地
悪
な
異
母
姉

妹
を
自
分
の
と
こ
ろ
に
引
き
取
る
。
彼
女
が
息
子
を
生
ん
だ
と
き
、

継
母
と
姉
妹
は
一
匹
の
犬
を
代
わ
り
に
置
き
、
子
供
を
庭
師
に
預
け
、

彼
に
母
親
と
そ
の
子
供
を
殺
す
よ
う
に
言
う
。
二
度
目
﹇
に
子
供
を

産
ん
だ
と
き
﹈
も
同
じ
だ
っ
た
。
王
様
は
彼
女
を
大
い
に
愛
し
て
い

た
の
で
、
今
一
度
そ
の
こ
と
に
は
沈
黙
を
守
っ
た
。
三
度
目
に
、
継

母
と
姉
妹
が
王
妃
を
子
供
共
々
庭
師
に
預
け
て
殺
す
よ
う
に
言
っ
た

と
き
、
彼
は
母
親
と
子
供
を
森
の
洞
穴
に
連
れ
て
行
く
。
王
妃
が
悲

し
み
の
あ
ま
り
乳
が
出
な
く
な
る
と
、
彼
女
は
洞
穴
に
い
た
雌
鹿
の

側
に
子
供
を
横
た
え
た
。
子
供
は
成
長
し
、
野
生
的
に
髪
を
長
く
伸

ば
し
て
、
彼
の
母
親
の
た
め
に
森
で
薬
草
を
探
し
求
め
た
。
あ
る
時
、

そ
の
子
は
城
へ
行
き
、
王
様
に
彼
の
美
し
い
母
親
の
こ
と
を
物
語
っ

た
。
王
は
尋
ね
た
。〈
お
ま
え
の
美
し
い
母
御
は
ど
こ
に
い
る
の
か
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ね
？
〉〈
森
の
洞
穴
の
中
だ
よ
。〉〈
そ
こ
に
私
も
行
こ
う
。〉〈
は
い
、

で
も
母
さ
ん
が
着
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
外
套
を
持
っ
て
き
て

ね
。〉
王
様
は
出
か
け
、
す
っ
か
り
痩
せ
て
は
い
た
が
、
彼
女
だ
と

分
か
り
、
一
緒
に
連
れ
て
行
っ
た
。
途
中
、
金
髪
の
二
人
の
男
の
子

に
出
会
っ
た
。〈
お
ま
え
た
ち
は
誰
の
子
か
ね
？
〉〈
庭
師
だ
よ
。〉

庭
師
が
来
て
、
男
の
子
が
王
様
の
子
供
た
ち
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

彼
は
子
供
た
ち
を
殺
さ
ず
に
自
分
の
手
許
で
育
て
て
い
た
の
だ
っ
た
。

真
実
が
明
る
み
に
出
、
魔
女
は
娘
と
共
に
罰
せ
ら
れ
た
（
６７
）」。

ド
イ
ツ
北
東
部
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
地
方
の

『
灰
か
ぶ
り
』﹇
シ
ン
デ
レ
ラ
﹈
物
語
の
中
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
ゲ
ノ

フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
の
類
話
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
女
主
人

公
が
王
妃
と
な
っ
た
後
の
展
開
で
、
こ
れ
を
見
る
と
、
昔
話
と
伝
説

と
い
う
口
承
文
芸
の
二
大
ジ
ャ
ン
ル
が
、
そ
の
起
源
に
お
い
て
い
か

に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
か
が
分
か
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
原
註
」
の
中

で
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
し
ば
し
ば
、
こ
う
し
た
予
想
外
の
発
見
を
紹
介

し
な
が
ら
、
遠
い
昔
の
伝
説
と
昔
話
と
の
接
点
に
鋭
い
観
察
眼
を
向

け
て
い
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
篇
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
は
、
カ
ー
ル

大
帝
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
物
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｓ
四
四
二

「
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト
」H

ildegard

が
そ
れ
で
あ
る
。
ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

は
大
帝
の
実
際
の
妃
で
、
七
八
三
年
に
没
し
て
い
る
が
、
物
語
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

カ
ー
ル
大
帝
が
ザ
ク
セ
ン
へ
遠
征
し
た
留
守
の
間
に
、
美
し
い
妃

は
カ
ー
ル
の
異
母
弟
タ
ー
ラ
ン
ト
に
言
い
寄
ら
れ
る
。
妃
は
機
転
を

利
か
し
て
彼
を
牢
に
閉
じ
込
め
る
が
、
大
帝
が
凱
旋
す
る
こ
と
に
な

り
、
義
弟
を
牢
か
ら
出
す
。
し
か
し
逆
に
、
義
弟
は
妃
を
尻
軽
女
と

中
傷
し
て
帝
に
密
告
す
る
。
妃
は
国
外
に
追
放
さ
れ
、
帝
は
彼
女
の

眼
を
潰
す
よ
う
に
命
じ
る
。
貴
人
が
現
れ
、
そ
の
代
わ
り
に
犬
の
眼

を
差
し
出
す
。
妃
は
森
に
逃
れ
、
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
へ
行
き
、
薬
師

の
技
に
よ
っ
て
名
医
と
な
る
。
そ
こ
に
失
明
し
癩
﹇
ハ
ン
セ
ン
﹈
病

に
罹
っ
た
タ
ー
ラ
ン
ト
が
帝
と
共
に
や
っ
て
来
る
。
義
弟
は
治
療
を

受
け
回
復
す
る
が
、
聖
ペ
ト
ロ
寺
院
で
、
妃
は
帝
に
義
弟
の
こ
と
を

打
ち
明
け
、
義
弟
は
流
刑
と
な
る
（
６８
）。

ま
さ
し
く
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
の
類
話
だ
が
、
物
語
の
舞
台
は
ロ
ー

マ
に
ま
で
及
び
、
一
種
の
聖
者
伝
の
趣
を
呈
し
て
い
る
。
誹
謗
に
よ

る
誤
解
、
追
放
と
処
刑
、
証
拠
と
し
て
の
動
物
の
身
体
、
森
の
生
活
、

薬
草
摘
み
、
最
後
に
救
済
。
こ
う
し
た
一
連
の
モ
テ
ィ
ー
フ
群
が
、

ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
承
圏
で
は
、
伝
説
に
も
昔
話
に
も
繰
り
返
し
現
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れ
て
い
る
。〈
無
実
で
中
傷
さ
れ
迫
害
さ
れ
た
花
嫁
〉
と
い
う
中
心

テ
ー
マ
が
、
ベ
ル
タ
伝
説
の
場
合
と
同
様
に
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
歴

史
的
な
出
来
事
を
背
景
に
、
紆
余
曲
折
の
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の

中
で
、
興
味
深
く
、
あ
る
意
味
、
生
々
し
く
物
語
ら
れ
て
い
る
た
め

に
、
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
は
、
時
代
を
超
え
て
語
り
継
が
れ
て
き

た
の
で
あ
ろ
う
。
不
倫
の
愛
を
拒
絶
さ
れ
た
た
め
に
、
逆
に
、
不
義

の
罪
を
無
実
の
相
手
に
擦
り
付
け
る
話
は
、
聖
書
で
も
馴
染
み
の

テ
ー
マ
だ
が
（
旧
約
聖
書
続
編
「
ダ
ニ
エ
ル
書
補
遺
」「
ス
ザ
ン
ナ
」

等
）、
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
伝
説
は
中
世
に
お
け
る
そ
の
典
型
例
を
示

し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
に
は
、

姦
通
等
、
男
女
の
愛
の
負
の
局
面
に
ま
つ
わ
る
物
語
が
少
な
く
な
い

が
（
６９
）、
そ
れ
ら
の
伝
承
も
、
現
実
に
起
こ
っ
た
事
件
と
何
ら
か
の
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
愛
の
縺
れ
は

人
々
の
関
心
を
永
遠
に
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
テ
ー
マ
の
よ
う
だ
。

結
語

初
期
の
論
文
『
古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』
の
中
で
、
ヤ
ー
コ

プ
・
グ
リ
ム
が
注
目
し
た
物
語
、『
ア
ミ
ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』、

『
大
き
な
足
の
ベ
ル
タ
』
そ
し
て
『
ゲ
ノ
フ
ェ
ー
フ
ァ
』
は
い
ず
れ

も
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
カ
ー
ル
大
帝
の
時
代
に
由
来
す
る
伝

説
で
あ
っ
た
。
七
五
一
年
、
大
帝
の
父
ピ
ピ
ン
三
世
に
よ
っ
て
興
さ

れ
た
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
誕
生
」
に
と
っ
て
「
根

本
的
な
意
味
」
を
持
つ
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ピ
ピ
ン
三
世
の
後

を
継
い
だ
カ
ー
ル
大
帝
は
、
今
日
の
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ

タ
リ
ア
を
核
に
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
央
部
に
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
築
き
、

文
字
通
り
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
父
（
７０
）」
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
い
わ
ゆ

る
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
っ
た
。
晩
年
（
七
九
四
年
以
降
）
彼
が
宮

廷
を
構
え
た
ア
ー
ヘ
ン
に
は
、
各
国
か
ら
有
名
な
学
者
が
集
結
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
﹇
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
﹈
は
ヨ
ー
ク
出
身
の
神
学
者
ア

ル
ク
イ
ンA

lkuin

（us

）（
七
三
〇
年
頃
―
八
〇
四
年
）、
ス
ペ
イ
ン

出
身
で
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ン
ジ
ェ
あ
る
い
は
ル
マ
ン
で
没
し
た
著
作
家

オ
ル
レ
ア
ン
の
テ
オ
ド
ゥ
ル
フT

heodulf
von

O
rléans

（
七
六
〇

年
頃
―
八
二
一
年
）、
イ
タ
リ
ア
﹇
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
﹈
出
身
の
歴
史

家
パ
ウ
ル
ス
・
デ
ィ
ア
コ
ヌ
スPaulus

D
iaconus

（
七
二
〇
年
頃

―
七
八
七
以
後
）、
そ
し
て
ド
イ
ツ
で
は
ア
イ
ン
ハ
ル
トE

inhard
（
七
七
〇
年
頃
―
八
四
〇
年
）。
彼
は
七
九
四
年
頃
、
フ
ル
ダ
の
修
道

院
か
ら
大
帝
の
宮
廷
に
招
か
れ
、『
カ
ロ
ル
ス
大
帝
伝
』V

ita
C

aroli

M
agni

を
残
し
た
。
そ
れ
は
中
世
で
最
初
の
君
主
の
伝
記
と
し
て

有
名
で
あ
る
（
７１
）。
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フ
ラ
ン
ク
王
国
の
国
王
カ
ー
ル
大
帝
は
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
「
理
想
的
支
配
者
」
像
の
ト
ポ
ス
と
も
な
っ
た
が
、
そ
の
姿
は
、

ブ
リ
ト
ン
の
神
話
的
英
雄
で
あ
る
ア
ー
サ
ー
王
と
好
一
対
を
な
し
て

い
た
（
７２
）。
カ
ー
ル
大
帝
は
何
と
言
っ
て
も
歴
史
上
の
人
物
で
あ
り
、
そ

の
拠
点
は
王
国
の
東
側
、
ゲ
ル
マ
ン
の
地
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

ケ
ル
ト
系
の
ア
ー
サ
ー
王
は
、
島
﹇
イ
ギ
リ
ス
／
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
﹈

か
ら
大
陸
﹇
フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
半
島
﹈
へ
、
す
な
わ
ち
西

側
を
拠
点
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
っ
た
。
カ
ー
ル
大
帝
と
ア
ー

サ
ー
王
は
ま
さ
し
く
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
大
英
雄
な
の
だ
が
、
前

者
カ
ー
ル
大
帝
を
中
心
に
し
た
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
文
化
は
、
後
者

ア
ー
サ
ー
王
を
め
ぐ
る
聖
杯
伝
説
圏
と
は
別
に
、
伝
承
文
学
の
豊
か

な
起
源
と
な
っ
て
い
た
。
若
き
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
こ
の
事
実
に

気
付
い
た
の
で
あ
る
。
口
承
文
芸
、
特
に
昔
話
の
発
生
は
、
当
時
は

も
ち
ろ
ん
、
今
日
な
お
未
だ
歴
史
の
闇
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
が
（
７３
）、

ヤ
ー
コ
プ
は
中
世
の
文
献
研
究
か
ら
、
そ
の
闇
に
光
を
当
て
た
の
だ

っ
た
。

「
昔
話
は
よ
り
詩
的poetisch

で
、
伝
説
は
よ
り
歴
史
的his-

torisch

で
あ
る
」
と
彼
は
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
第
一
巻
「
序
文
」

の
中
で
語
る
（
７４
）。〈
歴
史
的
〉要
素
を
孕
む
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
伝
説Sage

は
、
換
言
す
れ
ば
、〈
詩
的
〉
な
抽
象
化
を
経
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

昔
話M

ärchen

（
Ｍ
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
（
７５
））
の
現
実
的
な
土
台
と
も
言

え
る
。
例
え
ば
、
グ
リ
ム
童
話
『
二
人
兄
弟
』
は
中
世
伝
説
『
ア
ミ

ク
ス
と
ア
メ
リ
ウ
ス
』
を
、『
が
ち
ょ
う
番
の
娘
』
は
『
大
き
な
足

の
ベ
ル
タ
』
を
、『
灰
か
ぶ
り
』
類
話
（「
原
註
」）
は
『
ゲ
ノ
フ

ェ
ー
フ
ァ
』
伝
説
を
何
ら
か
の
意
味
で
祖
型
と
し
て
い
る
。
そ
う
い

う
わ
け
で
、
伝
説
を
透
か
し
て
昔
話
を
再
読
す
る
な
ら
ば
、
我
々
は

メ
ル
ヘ
ン
の
魅
力
を
一
層
深
い
次
元
か
ら
味
わ
う
こ
と
が
出
来
る
に

ち
が
い
な
い
。
伝
説
に
は
往
時
の
生
々
し
い
現
実
が
隠
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
文
献
学
者
で
あ
っ
た
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
す
で
に

若
く
し
て
、
歴
史
と
詩
、
現
実
と
物
語
の
狭
間
に
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝

の
伝
承
文
学
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
は
元
来
、
マ
ー
ス
川
と
モ
ー
ゼ
ル
川
の
間
の
地
域

を
本
拠
地
と
す
る
（
７６
）。
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
、
い
ず
れ
に
も
近
い
こ
の
地
方
は
、
宮
廷
の
あ
っ
た
ア
ー
ヘ
ン

同
様
、
ゲ
ル
マ
ン
的
要
素
と
ガ
リ
ア
的
要
素
の
中
間
地
点
に
位
置
し

て
、
多
様
な
文
化
を
統
一
的
に
把
握
す
る
格
好
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。

ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
出
世
作
『
古
い
伝
説
の
一
致
に
つ
い
て
』
を

こ
う
締
め
括
る
。「
昔
の
出
来
事
の
反
響
は
む
し
ろ
民
族
全
体
に
広

ま
っ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
お
の
ず
か
ら
無
意
識
な
や
り
方

で
、
己
を
告
げ
る
（
７７
）」、
と
。
い
わ
ゆ
る
民
族
の
「
集
合
的
無
意
識
」
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で
あ
る
、
し
か
も
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
に
お
い
て
、
こ
の
「
集
合
的
無
意

識
」
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
を
形
成
す
る
多
民
族
の
そ
れ
で
、
地
理
的
・

空
間
的
に
西
欧
の
中
心
部
を
殆
ど
包
括
し
て
い
る
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
承
圏
は
、
今
日
か
ら
見
て
も
、
一
般
の
予

想
を
遥
か
に
超
え
て
、
互
い
に
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
た
。

そ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
知
識
人
の
共
通
言
語
と
し
て
の
ラ
テ

ン
語
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
が
（
７８
）、
こ
の
共
通
語
を
媒
介
に
、
各
地

に
発
生
し
た
物
語
は
、
波
乱
万
丈
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
、
人
々
に
物

語
を
聞
く
楽
し
み
を
贈
る
と
と
も
に
、
人
生
の
意
味
を
普
遍
的
に
深

く
問
い
返
す
機
会
を
与
え
た
。
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
伝
説
は
、
そ
う
い

う
要
素
を
少
な
か
ら
ず
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
一
千

年
後
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
詩
人
ノ
ヴ
ァ
ー
リ
ス
が
構
想
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
本
稿
「
序
」）
あ
る
い
は
批
評
家
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
が
文
芸
雑
誌
に
よ
っ
て
開
拓
し
よ
う
と
し
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
グ
リ
ム
兄
弟
は
文
献
学
に
基
づ
く
伝
承

文
学
研
究
の
視
点
か
ら
掘
り
起
こ
し
、
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
伝
説
群
に

そ
の
鉱
脈
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。

註（
１
）N

ovalis
W

erke.
H

erausgegeben
und

kom
m

entiert
von

G
erhard

Schulz,Verlag
C

.H
.B

eck,M
unchen,1969,S.499.

（
２
）B

echer/K
arl

der
G

rosse.

エ
イ
ン
ハ
ル
ド
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ス
／
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ス
『
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（
３
）
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し
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Ｆ
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文
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年
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K
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（
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）J.G

rim
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d.4,S.9
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（
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）

主
要
参
考
文
献
参
照

（
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）
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（
５８
）a.a.O

.,S.1004.
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５９
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